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動物と“会話”する科学を目指して：AI行動解析の可能性と責任

地球上には，昆虫，魚類，両生類，爬虫類，鳥類，哺乳類など，さまざまな動物が存
在し，我々人は，これらの動物に興味を持ち，時に利用して生きています．特に私たち
の生活に身近な動物として，実験動物，展示動物，家庭動物，産業動物などが挙げられ
ます．その利用の目的や程度に違いはあっても，これらの動物に共通するのは「人がそ
の命を管理している」という事実です．こうした人と動物との関係は，人間の文化や歴
史，科学の発展と深く交わってきました．
筆者自身も，子どもの頃に父から虫とり，釣り，さまざまな動物の飼育と観察などを
学び，経験させてもらいました．人が住む地球上には，多様な生き物が相互に影響を及
ぼしあいながら，それぞれ独自の進化を遂げて存在し，そのうえで我々が生かされてい
ることを理解するために必須の経験だったと思います．これらの経験をきっかけに，私
は大学進学後に獣医学を専攻し，実験動物を用いた基礎研究者の道を歩むこととなりま
した．しかし，研究経験を積むにしたがい，わくわくした感情をもって生き物と接して
いたころの自分とは違い，生理反応の解明や人の病の原因を探る「データの源」として
しか動物を見ていない自分に気づきました．幼い頃に感じていた「動物が好きだ」とい
う感情を，科学の名のもとに失っていた感覚すら覚えました．また，研究室を主宰する
身になると，毎年入れ替わる学生が安定した結果，統計学的に優位な差を得るために，
何度も何匹もの動物を使いながら新しい知見を見いだそうとする動物実験に，大きなス
トレスと課題感を感じるようにもなりました．
科学とは，「知らないことを知ろうとする」人間の営みです．とりわけ言葉をもたな
い動物を対象とする場合，その行動を丁寧に観察し，そこに込められた意図や感情，背
景を読み解こうとする努力が欠かせません．動物の“声なき声”に耳を傾けること──
それは科学者としてだけでなく，人としての想像力と共感力を育てる行為でもあること
を，我々は認識しておかねばなりません．

主観から客観へ：行動解析の技術革新
近年，AI（人工知能）やディープラーニングを用いた画像解析技術の急速な進歩に
より，動物行動解析は大きな転換点を迎えています．特に，DeepLabCut（DLC）に代
表されるオープンソースソフトウェアは，動画中の動物の身体各部位をトラッキング
し，動きや姿勢の変化を定量化することを可能にしています．これまで主観的に評価さ
れてきた動物の行動を，“数値化”できる時代が来たわけです．
我々の研究室でも，2017年から動画を解析することで，マウスやラットの自発運動
や，引っ掻き行動やグルーミングといった行動，社会的相互作用などを，1日24時間，
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数日にわたって解析できるシステムの開発を進めてきました．多くの哺乳類は「痛けれ
ば顔をしかめてうずくまる」わけです．行動薬理学，神経科学，精神疾患モデルの研究
のみならず，幅広い基礎研究科学において，信頼性と精度，情報量を各段に向上させる
ツールとして，AI画像解析は不可欠な存在となりつつあります．また，AI画像解析の
特筆すべき点は，既存の仮説に依存せず，探索的に新たな行動パターンを発見する「デー
タ駆動型研究」の基盤を提供することでもあります．未知の兆候や行動の“異常性”を
抽出し，従来気づかなかった動物の生理・病態の手がかりを得ることも可能となってき
ました．
同時に，加速度センサー，圧力センサー，赤外線センサーといった各種センサーデバ
イスの感度向上や小型化の進歩も，行動解析の深化に大きく寄与しています．これらの
センサーを用いることで，動物の体動，震え，運動量，体重の移動，心拍や体温など，
生体状態に関わるデータを非侵襲的かつ高頻度に取得することも可能です．

観察から対話へ：研究者に求められる姿勢
以上のように，行動解析技術の進化は目覚ましいものがあります．しかし，それは同
時に，研究者に新たな責任をも課しています．機器やアルゴリズムが発展しても，最終
的に「行動の意味」を読み解くのは人間の知性と想像力です．AIは困ったときに泣き
つけば，求めたものを出してくれる“ドラえもん”ではありません．使用する者の理
解・工夫・正しい倫理がなければ，その力は発揮されないどころか，誤った結論や非倫
理的な利用にもつながりかねません．
また，行動解析が“客観的な数字”ばかりを追う作業になったとき，私たちは再び動

物から目を背けてしまうかもしれません．技術はあくまで補助です．大切なのは，動物
を研究の「材料」としてではなく，対話すべき対象，地球上に共に住む仲間として尊重
し，その存在に責任をもって向き合うことです．私たちは今，動物の表現を多くの数値
として捉えることができるかつてない道具を手に入れつつあります．そしてそれは，「動
物と会話する」ための新しい言語にもなり得ます．
本書では，そうした“見る力”と“対話する力”を育てるために，行動解析の基本か

らAI・センサー技術の活用法，実践的な導入方法，再現性の高いデータを取得するコ
ツ，そして発展的な手法に至るまでを体系的に紹介します．本書で紹介する技術が，研
究者のスキルを深め，ライフサイエンス研究の推進に貢献するのみならず，皆さんの動
物へのまなざしを育む一助となれば幸いです．
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